平成25年度拡大編集委員会
　　  日　時　　平成25年10月10日（木）16：00〜16：30

　　　場　所　　パシフィコ横浜会議センター313+314号室　　　　　　　　　　　　

　　　出席者　　細萱茂実、石井潤一、大澤 進、村上正巳、山館周恒、横田浩充、伊藤喜久、

　　　　　　　　桑 克彦、中山智祥、野村文夫、坂東史郎、坂場幸治、竹越一博、藤巻慎一、

　　　　　　　　松原朱實、三島清司、三橋知明、宮下徹夫、渡邉直樹

　　  欠席者　　13名

　　　議　題　 （1）会誌編集進捗状況報告

　　　　　　　 （2）第20回論文賞選考経過報告

　　　　　　　 （3）ご意見、ご要望など

　　　　　　　 （4）その他

　　　　　　　　　 　a）Corresponding Author表記の件

　　　　　　　　　 　b）利益相反（Conflict of Interest：COI）の件　　
　　　　　　　
議　事　録

１．報告事項

　　定刻の16時、細萱茂実編集委員長が開会を宣し、最初に渡邉直樹理事長の挨拶があった。

　　以下、議題に沿って細萱茂実委員長が説明、報告した。

1 資料1に基づいて、「JJCLA」Vol.38-1〜Vol.39-3についての発行経過および発行予定につ
いて、総説原稿の入手をはじめ順調に進行している旨、報告した。

2 資料2の掲載論文の内訳（原著、技術論文などの本数）および資料3の査読結果の内訳に

　　　ついて説明、報告した。

③資料4の総説執筆一覧表に関連しても、総説原稿は順調に集まっている旨、報告した。

２．第20回論文賞選考報告

　　最初に、細萱茂実編集委員長が採点に協力頂いた編集委員の先生方にお礼を述べた。

　　編集委員の採点で、高い点数を得た上位5編の論文の中から、編集幹事で再審査して最終的　

　　に下記２編を決定した経過について説明があり、了承された。

　　(1)「呼吸機能検査の内部精度管理に関する検討」（JJCLA Vol.37-No.3）
　　　　 松原朱實（広島大学病院診療支援部生体検査部門）
　 （2）「多項目自動血液分析装置XE-5000における血小板スイッチングルールの血小板数の設定
         の検討」（JJCLA Vol.37-No.3）
　　　　 井上敏弥（群馬大学医学部附属病院検査部）
３．ご意見、ご要望など

　　　特になし

４. その他　　

a) Corresponding Author表記の件

　　　投稿原稿の中に、査読者の多数回の繰り返し指摘に適切な対応が出来ない例があり、原稿の
質的向上につながるCorresponding Authorの制度を導入したい旨の提案があり検討した。
指導者がいない施設もある状況だが、制度導入の効果は期待でき、導入に向け準備を進める
こととした。

　　　また、投稿規定の内容を著者が確認し記入する「チェックリスト表」を作成することにした。　

　　b) 利益相反（Conflict of Interest：COI）の件
      COIについては、本学会は、他の学会に比べて特殊な立ち位置にあるので、他学会の対応な

　　　ども考慮しながら、検討していくこととした。

    以　上                                                                               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

